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本マニュアルに記載されている事柄は、製品の性能向上、または機能改善などにより、将来予告

なしに変更する場合があります。 

 

株式会社 Ankosoft は、本マニュアルで説明した特殊用途以外に、市場性及び適合性などに対し

てどのような保証もいたしません。 

 

株式会社 Ankosoft は、本マニュアルに含まれた誤り、またはこの資料の供給や遂行または使用

と関連して直接、間接、偶然、または必然的に発生した損害に対して、どのような責任も負いか

ねますのでご了承ください。 

 

本マニュアルに対する著作権と知的所有権は株式会社 Ankosoft が所有し、この権利は日本の著

作権法と国際著作権条約によって保護されています。したがって株式会社 Ankosoft の事前書面

同意なしに、本マニュアルの一部、あるいは全体の内容を無断にコピー、複製、転載することは

著作権法に抵触します。 

 

本マニュアルは、Redmine 4.0.5.バージョンに、ANKO ガントチャート 3.2.ｘバージョンをイン

ストールして説明をしております。インストールする Redmine のバージョンや ANKO ガントチャ

ートのバージョン、パソコンの OS やブラウザのバージョンなどによりにより、画面のイメージ

が異なる場合があります。 

本マニュアルに記載された他社所有の登録商標及び著作権、保護を受けている用語は、単に引用

のためだけに使用されています。 

本製品は、汎用の製品として設計され、かつ提供されるものであり、特定の目的のために設計さ

れたり、提供されたりするものではありません。お客様は、全くエラーのないソフトウェアとい

うものはありえないものであることをご了承の上で、本製品をご使用になるものとし、そのため、

本製品のご使用に当たっては定期的に Redmine ならびに関連システムをバックアップされるこ

とを強くお勧め致します。 

 

ⓒ2014-2022 Ankosoft Inc.  
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「ANKO ガントチャート」の概要 

 

「ANKO ガントチャート」は弊社 Ankosoft が開発した Redmine のガントチャートプラグインで

す。既存の Redmine の「ガントチャート」はチケットをガントチャート形式で表示する機能しか

なく、チケットの追加や編集を行う際、該当ページへ移動しなければならず、操作性が良くあり

ませんでした。 

 

「ANKO ガントチャート」では Redmine のガントチャートページで「チケットの追加と編集」

が可能になります。ガントチャートページから移動しないでチケットの追加や編集ができるので、

作業効率が飛躍的に向上します。これにより、WBS、日程管理などがストレスなく簡単に登録で

きます。 

 

「ANKO ガントチャート」は下記のような機能を提供いたします。 

⚫ チケット新規作成 

⚫ 子チケット作成 

⚫ マウスドラッグによるガントチャートの日付の変更 

⚫ チケット変更（編集・削除） 

⚫ 日付表示 

⚫ チケットの予定開始日/予定完了日を表示 

⚫ マウスドラッグによるチケットの親子関係、バージョンとの関連付け機能 

⚫ 表示項目のカスタマイズと欄の幅の調整機能 

⚫ 下位階層の折りたたみ表示機能 

⚫ ガントチャートのヘッダー自動スクロール機能 

⚫ 全画面表示機能 

⚫ デフォルトトラッカーの指定機能 

⚫ 休日の設定 

⚫ 平日期間数の表示 

⚫ ガイドラインの表示 

⚫ ガントチャート一括更新機能 

⚫ ガントチャートで「ヶ月分」「月」「年」変更即時適用 

⚫ 担当者検索機能 

⚫ 「担当者選択」ウィンドウのカスタマイズ機能 

⚫ リスト型カスタムフィールド項目検索機能 
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1. ANKO ガントチャートのインストール・アンインストール方法 

 

「ANKO ガントチャート」をインストールするためには、Redmine 3.x（Redmine 3.0.x から

Redmine 3.4.x）、Redmine 4.x（Redmine 4.0.x から Redmine 4.2.x)の Redmine が必要です。 

Redmine 2.x（Redmine 2.4.x から Redmine 2.6.x）をお使いのお客様で ANKO ガントチャー

トをお使いになりたい場合は、別途ご連絡ください。本バージョンとは別バージョンの「ANKO ガ

ントチャート」を提供します。 

 

1.1.弊社が提供する圧縮ファイルを任意のフォルダーに解凍します。 

1.2．「1.1.」で解凍したファイルの下位フォルダーに「ankoalm_ganttchart」と「openalm_common」

の２つのフォルダーがあるので、Redmine がインストールされているサーバーで、Redmine

のルートフォルダー配下の「plugins」フォルダーに下図のようにコピーします。 

 

 

 

Redmine ルートフォルダー 
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 1.3. Redmine のルートフォルダーで Redmine をインストールしたユーザーで下記のコマン

ドを実行します。 

rake redmine:plugins:migrate RAILS_ENV=production 

  もし上記のコマンドでエラーが発生する場合、下記のコマンドを実行してください。 

bundle exec rake redmine:plugins:migrate RAILS_ENV=production 

 

正常に実行されると下図のように「CreateOpenalmCommonHolidays: migrated」という文言

が表示されます。 

 

 

1.4.サーバーを再起動させます。 

 

1.5.プラグインが適用されると、「管理」－＞「プラグイン」をクリックし、プラグイン一覧ペ

ージで「Anko Ganttchart plugin」と「OPENALM Common plugin」が適用されたことを確認

できます。（下図のバージョン情報と実際のバージョン情報は異なる場合があります） 

 

 

コマンドの実行 
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1.6.アンインストール方法： Redmine のルートフォルダーで Redmine をインストールしたユー

ザーで下記のコマンドを実行します。 

rake redmine:plugins:migrate NAME=openalm_common VERSION=0 RAILS_ENV=production 

  もし上記のコマンドでエラーが発生する場合、下記のコマンドを実行してください。 

bundle exec rake redmine:plugins:migrate NAME=openalm_common VERSION=0 

RAILS_ENV=production 

 

正常に実行されると下図のように「CreateOpenalmCommonHolidays: reverted」という文言

が表示されます。 

 

 

  その後、Redmine のルートフォルダー配下の「plugins」フォルダーから

「ankoalm_ganttchart」「openalm_common」の２つのフォルダーを削除してサーバーを再起

動させます。 

 

1.7.Redmine の管理者権限でログインをして、「管理」->「プラグイン」->「ANKO Ganttchart 

plugin」->「設定」をクリックすると、下図のように、ANKO ガントチャートの設定画面が

表示されます。 

 

コマンドの実行 
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1.7. ライセンスキー登録欄に弊社からお伝えするライセンスキーを入力して、「適用」をクリッ

クしてください。 

  評価版をご利用の方には弊社から事前にライセンスキーをお伝えいたします。 

  評価版をご利用の場合、Redmine の各プロジェクト配下の「ガントチャート」ページを開く

と、下図のように評価可能期間が表示されます。期間内で評価を行ってください。 

 

 

評価期間が完了して「ガントチャート」ページを開くと、下図のような案内が表示されます。 

「1.6.」の方法で評価版の ANKO ガントチャートをアンインストールしないと Redmine のガント

チャートページが表示されませんので、ANKO ガントチャートをアンインストールしてください。 

 

 

1.8. 製品版をご購入の場合、システムセキュリティーキーを弊社までご連絡いただければ、製

品版のライセンスキーをお伝えいたします。「ライセンスキー登録欄」にライセンスキーを

入力して、「適用」をクリックすることにより、使用期間制限のない製品版としてご利用い

ただくことが可能です。詳細は、項目「2.3.」をご参照ください。 
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2. ANKO ガントチャートの設定 

 

2.1.「管理」->「プラグイン」->「ANKO Ganttchart plugin」->「設定」をクリックすると、図

のように、ANKO ガントチャートの設定画面が表示されます。 

 

 

各項目の設定方法は下の表で示されている参照先で確認してください。 

No 項目名 参照先 

① 「予定開始日」「予定完了日」 項目「8.」 

② 「デフォルト カスタムクエリ」 項目「14.」 

③ Internet Explorer 速度低下案内メッセージの表示 項目「2.2.」 

④ 「ライセンスキー登録」 項目「2.3.」 

 

2.2. IE でガントチャートページを開くと、チケットの件数が 500 件を超えると下図のような案

内が表示されます。「Internet Explorer 速度低下案内メッセージの表示」をオフにすると、下

図の案内が表示されなくなります。 

 

 

① 

② 

④ 

③ 
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2.3. 「ライセンスキー登録」欄に何も入力をしない状態で、「ガントチャート」ページを開くと、

下図のように「ライセンスキーの登録」を促すメッセージが表示されます。 

 

 

「管理」->「プラグイン」->「ANKO Ganttchart plugin」->「設定」をクリックし、設定画面に

表示される「システムセキュリティーキー」を弊社までご連絡ください。弊社から「システムセ

キュリティーキー」とペアーになる「ライセンスキー」をお伝えいたしますので、「ライセンス

キー登録」欄に入力後、「適用」をクリックするとガントチャートを使用することが可能になり

ます。 

なお、「システムセキュリティーキー」と「ライセンスキー」は Redmine の固有の識別情報であ

る「secret_token」という値を元にしています。Redmine をインストールする時に「rake 

generate_secret_token」を実行することにより、「secret_token」が生成されます。 

何らかの理由で「secret_token」が変更される場合、「システムセキュリティーキー」と「ライ

センスキー」も変更されてしまいます。その際には、新しい「システムセキュリティーキー」を

弊社までお伝えください。新しい「ライセンスキー」をお伝えします。 
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2.4.「管理」->「プラグイン」->「OPENALM Common plugin」->「設定」をクリックすると、下

図のように、「OPENALM Common plugin」の設定画面が表示されます。 

 

 

各項目の設定方法は下の表で示されている参照先で確認してください。 

No 項目名 参照先 

⑤ チケットのトラッカー別の色 下記説明参照 

⑥ チケット 優先度 色 下記説明参照 

⑦ ワークフローの表示 項目「23.」 

⑧ チケットの担当者のポップアップ  項目「21.」 

⑨ 休業日 項目「15.」 

 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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「チケットのトラッカー別の色」で指定した色がガントチャートのチケットタイトル欄でトラッ

カー名の部分に適用されます。 

 

 

「チケット 優先度 色」で指定した色が「チケット」ページで優先度ごとに色が適用されます。

色は、「背景色」「文字色」「枠」に対して色を指定できます。 
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2.5.「管理」->「ロールと権限」->「権限レポート」->「ガントチャート」の項目と「チケット

トラッキング」の項目で任意に権限を付与してください。 

 

 

「ガントチャートの閲覧」をオフにすると、プロジェクトページで、プロジェクトメニューである「ガン

トチャート」が表示されません。 

 

 

「ガントチャートの閲覧」をオンにすると、プロジェクトページで、プロジェクトメニューである「ガン

トチャート」が表示されます。 

 

 

「ガントチャート」タブ

が表示されない 
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「チケットの追加」をオフにすると、ガントチャートページで、「新しいチケット」リンクが表示されませ

ん。また、既存のチケットの編集、子チケットの作成もできなくなります。 

 

 

「チケットの追加」をオンにすると、ガントチャートページで、「新しいチケット」リンクが表示されます。 

 

 

「チケットトラッキング」の項目で付与する権限は、ガントチャートページでも同一に適用されます。 

本マニュアルで説明している機能を全て使うためには、「チケットの閲覧」、「チケットの追加」、「チケット

の編集」、「関連するチケットの管理」、「子チケットの管理」、「注記の追加」、「注記の編集」、「チケットの

削除」など、必要な項目がオンになっている必要があります。 
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3. チケット新規作成方法 

ガントチャートページからチケットを新規作成する方法を説明します。 

 

「プロジェクト」->「ガントチャート」でもガントチャートページが表示されますが、そのペー

ジでは「ANKO ガントチャート」の機能は提供しません。 

 

必ず、Redmine の任意のプロジェクトに移動後、プロジェクトメニューである「ガントチャート」

をクリックしてガントチャートページを開いてください。 

この前提条件は本マニュアルで全ての機能に対して共通の必須前提条件です。 

 

3.1. ガントチャートページで、「新しいチケット」をクリックします。 
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3.2. 「新しいチケット」ウィンドウが表示されますので、必要な項目を入力して「作成」をク

リックしてください。「*」印は必須項目です。 

 



「ANKO ガントチャート」 マニュアル バージョン 3.2.0 

 

 16 

©  2014-2022 Ankosoft Inc. 

3.3.チケットが登録されますと、「作成しました。」が表示され、ガントチャートに該当チケット

が表示されます。 

 

 

3.4.下記の補足事項の内容は、以後の項目で共通した内容です。 

(ANKO ガントチャートは基本の Redmine のガントチャートの仕様に準拠しており、下記の内容は

基本の Redmine のガントチャートの仕様になります。) 

 

A.「開始日」、「期日」の両方に有効な日付が入力されていない場合、ガントチャートは表示され

ません。 

B.ガントチャートで表示される順列は、開始日の昇順で自動ソートされて表示されます。 

C.開始日より古い日付で期日を登録することはできません。 

D.チケットの登録や修正をするためには、Redmine で権限が付与されている必要があります。 
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4. 子チケット作成方法 

ガントチャートページから子チケットを新規作成する方法を説明します。 

 

4.1. ガントチャートページで、チケット名の前にある鉛筆アイコン（  ）をクリックすると、

「新しいチケット」ウィンドウが表示されますので、必要な項目を入力して「作成」をクリ

ックしてください。「*」印は必須項目です。 

  自動的に親チケット番号が入力され、該当チケットの子チケットとして登録されます。 

  子チケットと親チケットの対象バージョンを統一させる目的のため、対象バージョンは選択

ができないようになっています。対象バージョンを変更したい場合は、子チケットを作成後、

チケット編集画面で行ってください。 

 

 

 

 

デフォルトで「親

チケット」番号が

入力されます。 

「対象バージョン」は

入力できません。 
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5. チケットの日付の変更方法 

ガントチャートページからチケットの日付を変更できます。 

チケットの日付の変更はガントチャートをマウスでドラッグする方式で行います。 

 

5.1. 移動させたいガントチャートをドラッグすることによって日付を変更することができます

(「拡大」をクリックして曜日が表示される拡大率の場合のみドラッグが可能です)。 

  マウスドラッグでガントチャートの日付を変更するモードを選択できます。基本は「一括更

新」になっています。「一括更新」モードの場合、、複数のガントチャートの日付を変更後、

一括して情報を更新します。 

  「逐次更新」の場合、ガントチャートをマウスドラッグすると即時に情報が更新されます。 

 

 

  下図のように曜日が表示されていない拡大率の場合は、マウスドラッグによる日付けの変更

はできません。上記の更新モードも表示されません。 

 

 

この拡大率ではマウスドラッグによ

る日付の変更を提供せず、「更新モー

ドの切り替え」も表示されません。 

更新モードの 

切り替え 
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5.2.ガントチャートの端をドラッグしたり、ガントチャート自体を左右にドラッグすることによ

って開始日、もしくは、期日の日付の変更をすることができます。下図のように元々のガン

トチャートバーの上に半透明色のガントチャートバーが表示されるので、任意の場所でドラ

ッグを終了すると、その情報が反映されます。 

 右端をドラッグした場合 

 左端をドラッグした場合 

 ガントチャー自体をドラッグした場合 

 

5.3.「一括更新」モードの場合、下図のように、変更が加えられたガントチャートは灰色で表示

され、現在何件が更新されたかが表示されます。変更した情報を確定させたい場合は、「xx

件更新」という部分をクリックすると一括更新されます。 

 変更した情報を確定しない状態で、他のページに移動をすると Redmine には更新した情報が

登録されません。 

 

 

 

 

ここをクリックする

と一括更新されます。 
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5.4. Redmine 3.1 以降で、「管理」->「設定」->「チケットトラッキング」->「親チケットの値

の算出方法」->「開始日/期日」欄で「子チケットの値から算出」が選択されていて、かつ、

親チケットをマウスドラッグにより、「開始日/期日」を変更すると、下図のようにアラート

が表示されます。 

 「開始日/期日」欄を「子チケットから独立」を選択すると、親チケットであってもマウス

ドラッグにより、「開始日/期日」を変更することができます。 
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6. チケット内容変更 

 

ガントチャートページで「編集」ポップアップウィンドウで表示され、簡単にチケットの内容

を編集・変更することができます。 

 

[「編集」ポップアップウィンドウの表示方法] 

 

6.1. ガントチャートページで、チケットのタイトル部分をクリックすると、該当ページを編集

できるポップアップウィンドウが表示されます。必要な個所を修正して、「送信」をクリック

してください。 

 

 

 

チケットタイトル

をクリックしてく

ださい。 
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[チケットの削除方法] 

 

6.2.チケットの削除権限がある場合、「6.1.」で、「削除」ボタンをクリックするチケットを削除

することができます。 

 該当チケットに子チケットがある場合、配下の全ての子チケットも削除されます。 
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[他のチケットとの関連づけの方法] 

 

6.3.「関連するチケット」の右側にある「追加」をクリックし、「関連している」というプルダ

ウンが表示されますので、任意の項目を選択し、チケット番号などを入力して「追加」をク

リックします。 
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[他のチケットとの関連づけの解除方法] 

 

6.4. 関連するチケットがある場合、   アイコンをクリックすると、他のチケットとの関連

づけが削除されます。 

 

 



「ANKO ガントチャート」 マニュアル バージョン 3.2.0 

 

 25 

©  2014-2022 Ankosoft Inc. 

[他のチケットとの関連づけの結果表示] 

 

6.5.「オプション」->「関連するチケット」にチェックが入っている場合で、かつ「ブロック先」

と「次のチケットに先行」の関連づけがされている場合、下図のようにガントチャート上で

関連付けがされたことが矢印で表示されます。 
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[履歴照会と時間を記録・注記の登録] 

 

6.6.「6.1.」で「時間を記録」、「注記」、「履歴照会」が非表示になっています。各項目をクリッ

クすると入力欄が表示されたり、情報を確認することができます。 
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7. 日付表示 

 

「拡大」、「縮小」をクリックすると、ガントチャートの表示形式を変更することができます。 

 

 

下図のように４つの表示形式を選択することができます。 

 

下図の２つの表示形式の場合は、マウスドラッグによる日付の変更はできません。 

 

 

 

下図の２つの表示形式の場合は、マウスドラッグによる日付の変更はできます。 
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「拡大」、「縮小」の右側にある月の文字列をクリックすると、該当月が表示されます。 

 

 

表の下の「前」「次」をクリックすると該当のページが表示されます。 
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8. チケットの予定線を表示 

 

実際のタスクの進行状況に合わせてガントチャートで「開始日」、「期日」を修正すると元の計

画段階での開始日/期日を確認できませんでしたが、ANKO ガントチャートでは、計画段階での予

定開始日/予定期日をガントチャートで表示をし、予定と実際の進捗の乖離をビジュアル的に確

認することができます。下図の赤枠で囲まれた部分が「予定線」です。 

 

 

[事前設定方法] 

 

8.1.「管理」－＞「カスタムフィールド」－＞「新しいカスタムフィールドを作成」で、チケッ

トの予定開始日、予定完了日を入力するためのフィールドを作成してください。フィールド

の書式は必ず「日付」にしてください。カスタムフィールド名は任意でかまいません。 

 カスタムフィールドを作成する時に、予定線を表示させたい「プロジェクト」「トラッカー」

を指定してください。 

 

必ず書式を「日付」

にしてください。 
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8.2.「管理」->「プラグイン」->「ANKO Ganttchart plugin」->「設定」をクリックして、「予

定開始日」と「予定完了日」項目に「8.１.」項目で作成したフィールドを設定し、「適用」

をクリックします。 

 ※ここで設定するフィールドの書式は必ず日付形式でなければなりません。それ以外の書式

のフィールドを設定するとガントチャートページでエラーが発生します。 

 

 

 

[予定線の設定方法] 

 

8.3. チケットの新規追加、チケットの更新時に「予定開始」、「予定終了」の欄に計画段階での

予定開始日、予定完了日を入力してチケットを登録します。 

 ※「予定開始」、「予定終了」の名称は項目「8.1.」と「8.2.」で指定した名称です。 

 ※「予定開始」、「予定終了」の両方の欄に有効な日付情報が入力されている必要があります。 
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9. マウスドラッグによる親子関係、バージョンとの関係付け 

 

9.1.マウスをチケットのタイトルに近づけると黄色でハイライトされます。 

 

 

9.2.その状態で、指定したい親チケット、もしくはバージョンのタイトルまでドラッグします。 

 

 

9.3.ページが更新され、親チケット、もしくはバージョンとの関連づけができます。 

  下図の例示では#1118が#1177 の子チケットになりました。 

  バージョン情報を持っている親チケットに子チケットを関連付けると、子チケットにも同じ

バージョンが設定されます。 
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9.4.子チケット、もしくはバージョンに属しているチケットの場合、チケットのタイトル欄で余

白の部分をマウスの左ボタンをクリックすると、下図のように青い色になり、選択状態になりま

す。その状態で、マウスの右ボタンをクリックすると、サブメニュが表示されます。任意のメニ

ュを選択すると、親チケットとの関係の解消、もしくはバージョンとの関係の解消ができます。 

 

   

マウス右ボタン

クリック サブメニュー 
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10. 表示項目のカスタマイズと欄の幅の調整機能 

 

10.1.ガントチャートページで「オプション」をクリックし、「項目」欄で、「表示」にチェック

を入れて、表示させたい項目を「選択された項目」に移動させ、適用をクリックします。 
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10.2.ガントチャートページに、「10.1」で選択した項目が表示されます。 

 

 

 

10.3.マウスを各欄の境界線上に移動させるとマウスアイコンが  のように変化します。こ

の状態でマウスをドラッグし、幅を調整後、マウスクリックを解除すると欄の幅が固定されます。 

 [チケットタイトル欄の幅の調整例] 
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ただし、モバイルモードの場合は、チケットタイトル欄の幅は変更できません。 

 

 

 

モバイルモード 

タイトル欄の調整

はできません。 
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11. 下位階層の折りたたみ表示機能 

プロジェクト、チケット、バージョンなどで上下階層が存在する場合に、下位の階層を折りた

たんで表示することができます。 

 

11.1.下位階層が存在するプロジェクト、チケット、バージョンに「-」アイコンが表示されます。

「-」アイコンをクリックすると該当チケットに属している全ての下位階層が折りたたまれ

ます。 

 

 

11.2.折りたたまれた下位階層を持つプロジェクト、チケット、バージョンに「+」アイコンが表

示されます。「+」アイコンをクリックすると下位階層が開かれます。 

 

 

11.3.折りたたんだ状態は該当ブラウザでのみ保持されます。他のブラウザで閲覧すると折りた

たまれていない状態で表示をします。 

 

11.4.「-」「+」アイコンをクリックしても折りたたみが動作をしない場合は、ページを更新して

再度実行してください。 
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11.5.チケット欄のタイトル部分に「全て表示」「１」「２」などのアイコンが表示されます。「１」

をクリックすると、1 階層のチケットのみ表示がされます。 

  この状態で、特定のチケットの「＋」をクリックして、配下のチケットを表示させることが

可能です。 

  「全て表示」をクリックすると、全てのチケットを表示します。 

 

 

11.6.バージョンが表示されている場合、バージョンを閉じたり開いたりすることができるアイ

コンが表示されます（バージョンが表示されていない場合は該当のアイコンは表示されませ

ん。）。    アイコンをクリックすると階層に関わりなく、全てのバージョン配下のチケ

ットを閉じます。 

 

 

バージョン配下の

チケットが閉じて

います。 
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11.7.    アイコンをクリックすると階層に関わりなく、全てのバージョン配下のチケット

を開きます。 
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12. ガントチャートのヘッダー自動スクロール機能 

 

ページを縦にスクロールさせると、ガントチャート上部のヘッダー部分が画面に表示されず、

項目名や日付けの確認ができないという不便さがありましたが、この機能により解決できます。 

 

12.1. ページを縦にスクロールさせると、ガントチャートのヘッダー部分が自動的にスクロール

して、いつでも項目名や日付けを確認することができます。 
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13. 全画面表示機能 

 

13.1. 「全画面」をクリックすると、ガントチャートページが全画面表示されます。元の表示に

戻したい場合は、「元画面」をクリックしてください。 

  これにより、一画面でより多くの情報を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

全画面提供後 
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14. デフォルト カスタムクエリの指定機能 

 

Redmine は自由にトラッカーを追加してチケットを分類することができます。そのためガント

チャートページで不必要なチケットが表示されると、可読性を低下させます。 

ガントチャートページで表示をさせたいトラッカーや表示項目をクエリ登録して、登録したク

エリを、ガントチャートページを表示する時に自動適用させることにより、必要なチケットのみ

を表示させたり、必要な項目を基本表示させたりできます。下図の例示では、適用後は「バグ」

トラッカーが表示されず表示項目も複数の項目が自動表示されています。 

 

 

 

適用後 
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14.1. 任意の条件で、カスタムクエリを作成します。その際に、必ず「表示」の欄で「全てのユ

ーザー」を選択し、「全プロジェクト向け」にチェックを入れてカスタムクエリを作成しま

す。 

 

 

14.2. 「管理」->「プラグイン」->「ANKO Ganttchart plugin」->「設定」をクリックして、「デ

フォルト カスタムクエリ」で、「14.1.」で作成したカスタムクエリを選択して、適用をク

リックします。 

 「14.1」で「表示」の欄で「全てのユーザー」を選択し、「全プロジェクト向け」にチェッ

クを入れたカスタムクエリのみ、「デフォルト カスタムクエリ」欄で選択が可能になります。 

 

 

14.3.ガントチャートページを開くと、「14.2.」で指定したカスタムクエリが適用された状態で

ガントチャートが表示されます。 
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15. 休日の設定 

 

任意の休日をガントチャートに表示させることが可能です。 

 

15.1. 「管理」->「プラグイン」->「OPENALM Common plugin」->「設定」をクリックしてくだ

さい。「休業日」という欄があります。 

「休日を設定」の「日付け」欄と「休日名」欄に任意の情報を入力してください。デフォル

トで祝日が休日として入力されています。「適用」をクリックすることにより、休日情報が

ガントチャートへ登録されます。日付欄には「YYYY-MM-DD」もしくは「YYYY/MM/DD」形式で

入力が可能です。Excel から直接情報を張り付けることも可能です。 

 必ず「適用」をクリックしてください。適応をクリックしないと休日データーが Redmine

に登録されません。 
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15.2. 休日が設定されると、下図のように灰色の背景色で休日であることが表示されます。マウ

スを曜日部分にあてると、休日名を表示します。 
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16. 平日期間数の表示 

 

ガントチャート上で平日期間数の表示、平日期間数の設定が可能です。 

 

16.1. 「10.」項目の「表示項目のカスタマイズ」機能で、下図のように「期間」という項目を

選択します。 

 

 

16.2. 下図のように、Redmine の設定で登録されている休業日（通常は土曜日、日曜日：休業日

の定義は Redmine の「管理」->「設定」->「チケットトラッキング」->「休業日」で指定で

きます）と項目「15」の休日の設定で指定した日を除いた平日の日数が何日あるのかを「期

間」欄で確認することができます。 
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16.3.「期間」欄をマウスクリックすると期間を入力できるようになります。半角数字で期間を

入力してください。半角数字以外は入力することができません。開始日は同一で、ここで設

定をした値が平日の期間数になるように期日が自動更新されます。 

 

 下図の例ですと、#1141 のチケットは、開始日は 4/1で、期日が 4/3 で、期間は 3 でしたが、

期間を 6 にしたため、開始日から平日で 6 日後の 4/8 が期日として変更されました。 
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17. ガイドラインの表示 

 

ガイドラインを表示することが可能です。これによりチケットの題名、期日などとガントチャ

ートの位置を簡単に識別することができます。 

 

17.1. 下図のように、オプションをクリックして、ガイドライン欄の、「ガイドラインの幅」を

選択します。 

 

 

17.2.ガイドラインの幅が選択されると、ガイドラインの色を選択できますので、任意の色を選

択してください。下図のようにマウスの位置にガイドラインが表示されます。 
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18. ガントチャートで「ヶ月分」「月」「年」変更即時適用 

 

18.1. 下図のように、ガントチャートの表示期間を選択する「ヶ月分」のテキストボックス、「月」

「年」のセレクトボックスを変更すると、「適用」をクリックする必要なく、ページが更新

され、該当の「ヶ月分」、「月」、「年」でガントチャートを表示します。 

 

 

適用をクリックし

なくても、適用さ

れます。 
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19. チケット表示オプションの適用 

 

この機能により、必要のない情報を非表示にすることにより、必要な情報だけを一目で確認を

することができるようになります。 

 

19.1. 「オプション」をクリックすると、「チケット表示オプション」欄があります。任意の表

示オプションを選択すると、チケットタイトル欄の表示方法が変更されます。 
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「トラッカー名を非表示」にした場合 

 

 

「チケット番号を非表示」にした場合 

 

 

「チケット名のみ表示」 

 

 

トラッカー名が非

表示になります。 

チケット番号が非

表示になります。 

トラッカー名とチ

ケット番号が非表

示になります。 
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20. 担当者検索機能 

 

20.1. チケットの新規登録などで登録用のポップアップウィンドウが表示されて、担当者欄で 

     アイコンをクリックすると、「担当者選択」ウィンドウがポップアップされます。 

   

  ユーザー検索欄で任意の文字を入力すると、該当する文字列が含まれる担当者が抽出され

ます。これにより、担当者が多数の場合、簡単に担当者を選択することができます。 

 アルファベットを入力の場合、複数の文字が入力後、自動検索が開始されます。 

 

 

クリック 
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21. 「担当者選択」ウィンドウのカスタマイズ機能 

 

21.1. 「管理」->「カスタムフィールド」で任意のカスタムフィールドを「ユーザー」に作成し

ます。 

 

21.2. 「管理」->「プラグイン」->「OPENALM Common plugin」->「設定」をクリックして、「チ

ケットの担当者のポップアップ」の欄の「チケットの担当者のポップアップに表示する初めの情

報」「チケットの担当者のポップアップに表示する二番目の情報」という欄に項目「21.1.」で作

成したフィールド名を指定して「適用」をクリックします。 
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21.3. 「担当者選択」ウィンドウに上記で指定したフィールド内容が表示されます。 
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22. リスト型カスタムフィールド項目検索機能 

 

下図のようにリスト型カスタムフィールドが多い場合、項目を選ぶのが容易ではありません。

その際に部分一致で項目名を検索できる機能です。 

 

 

 

22.1. ガントチャートページで、チケットの新規作成、もしくはチケットの更新をするとチケッ

ト編集用のページがポップアップされます。 

リスト形式のカスタムフィールドの場合、、該当カスタムフィールドの右端に    アイコン

が表示れます。アイコンをクリックすると「選択」ウィンドウがポップアップされます。 

「検索」欄で検索をしたい任意の文字列を入力すると該当する文字列が含まれる項目名が抽出さ

れます。その中から任意の項目をマウスクリックして選択をすると、該当カスタムフィールドに

値が入力されます。 
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23. ワークフローの表示 

 

23.1. 「管理」->「プラグイン」->「OPENALM Common plugin」->「設定」をクリックして、「ワ

ークフローの表示」の欄の「ワークフローの表示」のチェックボックスをオンにして「適用」を

クリックします。（下図は不必要な項目を省略して図示をしました。） 

 

 

23.2．チケットの編集などのページで「ワークフロー」というアイコンが表示されます。これは

該当チケットのステータスをアイコンで表示をしたもので、ステータスを変更すると該当ア

イコンも変更されます。また、該当アイコンのリンクをクリックするとチケットのステータ

スも連動して変更されます。 

 

 

 

ワークフローの 

アイコンとステータス

は相互に連動します。 



「ANKO ガントチャート」 マニュアル バージョン 3.2.0 

 

 57 

©  2014-2022 Ankosoft Inc. 

A. 制限事項 

 

1. 本製品は jquery1.11.1 を使用しているため、ブラウザが jquery1.11.1 に対応している必要

があります。jquery1.11.1 が対応しているブラウザのバージョンは、Internet Explorer は

ver6 以降、safari は ver5.1 以降、Chrome と Firefox は現行の最新 ver より 1 つ前までとな

ります。 

 弊社では Internet Explorer、safari、Chrome、Firefox の現行の最新バージョンより 1 つ前

までのバージョンに対応するようにいたします。それよりも古いバージョンのブラウザでは

動作保証をいたしません。 

  また Javascript、Cookie が有効になっている必要があります。  

 

2. ブラウザの表示拡大率が 100%の状態で最適化されており、それ以外の倍率でのレイアウト乱

れに対して保証しません。 

 

3. 開始日と期日は必ず開始日の値が期日の値より小さくなるように指定してください。 

 

4. 予定開始日、予定終了日として Redmine のガントチャートの線の下に細い線で予定線を表示

するためには、チケットに「開始日」と「期日」が入力されている必要があり、かつ、「開始

日」と「期日」がガントチャートとして表示されている必要があります。 

 

 

下図では、#4 のチケットの予定開始日、予定終了日が 10 月に表示されるべきですが、「開

始日」と「期日」が 9 月のためガントチャート上で表示がされていないため、予定開始日、

予定終了日も表示されません。 
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5. ガントチャートページでの「他の形式にエクスポート」の「PDF」、「PNG」の部分は弊社で機

能を追加しておりません。Redmine 自体の機能になります（PDF 画面や PNG 画面と WEB 画面の

イメージが異なります）。 

 

 

6. Redmine3.0 以前のバージョンでは親のチケットの開始日と期日は子のチケットの開始日と期

日と連動します。下図では 1330 に開始日と期日が入力されているように見えますが、実際に

は#1329 に開始日と期日が入力されています。 

   よって#1329 を削除すると#1330 の開始日と期日が未入力状態になり、ガントチャートが表示

されなくなります。 

   また、子チケットを新規に登録することにより、親チケットに入力されていた開始日と期日

の値が削除される場合があります。 
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7. チケットの関連付けをしている場合、矛盾するような値を入力すると、下図のようなアラー

トが表示され、入力が無効になります。 

   アラートが表示されない場合でも入力した値が正しくない場合は、データが反映されません。 

 

 

8. 親プロジェクトで新しいチケットを作成時、該当チケットは親プロジェクトに所属します。

子プロジェクトに属しているチケットを親プロジェクトに属しているチケットの子チケット

に指定する場合は、親チケットが所属しているプロジェクトに所属されます。 
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9. チケットのタイトルをクリックすると、チケット変更用のポップアップウィンドウが表示さ

れますが、Redmine のバージョンによりタイトルが「チケットが更新されました」、「チケッ

トの更新」と表示されます。 

 

 

 

10. チケットの編集権限がない場合、チケットタイトルをクリックしても、チケット編集のポッ

プアップウィンドウが表示されません。 
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11. ブラウザの拡大率などにより、下図のように罫線が 2 重に表示される場合がありますが、現

状を優先します。 

 

 

12. イナズマ線が表示されている状態で、下位階層の折りたたみ表示機能を実行した場合、特定

の条件下ではイナズマ線が正しく表示されない場合がありますが現状を優先します。 

 

13. 画面上段の「プロジェクト」をクリック後、「ガントチャート」タブをクリックしたページ

（URL が「Redmine ルート/issues/gantt」で表記されるページ）では Anko ガントチャートの

機能を提供しません。 

  個別のプロジェクトに属しているガントチャートでのみ Anko ガントチャートの機能を提供

します。 

 

 

 

14. 項目 5.3 で説明した通り、「一括更新」を選択後、ガントチャートをマウスドラッグすると、

ガントチャートを移動させることができますが、その際、進捗率は移動前と同一であり、未

達成率を表示する緑や赤のグラフは非表示になります。 

ページを更新したタイミングで緑や赤のグラフの幅が正しい長さに変更されます。 
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【ガントチャート移動前】 

 

 

【ガントチャート移動後】 

 

 

【ガントチャート更新後】 

 

 

15. マウスドラッグによるバージョン、親子チケットの関連付けをする際、ドロップ先が正しく

ない場合、下図のように表示異常が発生する場合があります。その際は、ページを更新すれ

ば正常な表示に戻ります。 

 

 

16. ANKO ガントチャートでの全ての機能は、PC でブラウザを使用した際に機能を提供しますが、

モバイルモードでは機能を提供しません。スマートフォンなどのモバイルでのデバイスでの

アクセスの場合にも機能を提供しません。 

 

17. チケット件数が多い場合、ガントチャートページが表示されるのに時間がかかる場合があり

ます。また IE でページを開くと他のブラウザに比べて時間がかかる傾向があり、IE 以外の

ブラウザをご利用されることを推奨します。 

 

赤い色のグラフ

が非表示 
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18. チケットの表題の部分の幅が狭い場合、「下位階層の折りたたみ表示機能」で提供する折り

畳み用のボタンが全て表示されない場合や、もしくは一部が隠れた状態で表示する場合があ

ります。チケットの表題の部分の幅を調整して折り畳み用のボタンが表示されるようにして

ください。 
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19. ノーマル redmine で提供しているテーマが適用されている必要があります。ノーマル

redmine で提供していないテーマが適用される場合、本プラグインは正しく動作しない場合

があります。 

 

20. その他、本マニュアルに記載されていることと現状が異なる場合、現状を優先します。 

ボタンの一部が

隠れている場合 
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B.「ANKO ガントチャート」使用許諾書 

 

株式会社アンコウソフト（以下「弊社」という）は、弊社が提供する Redmine プラグイン（以

下「本プラグイン」という、本プラグイン自体、本プラグインに関連するマニュアルを含みます

また、本プラグインのバージョンアップ版も含みます）を購入されたお客様（以下「お客様」と

いう）にダウンロード、その他の手段で弊社が提供する本プラグインを使用する権利を下記の条

件（以下「本条件」という）で許諾します。 

本プラグインについては、本条件を承諾していただくことがご使用の条件となっています。あ

らかじめ内容をよくご確認の上、同意していただける場合のみご使用ください。本プラグインを

使用するお客様は本条件で本プラグインを使用することに同意されたものとします。 

 

1. （ライセンスおよび著作権） 

Redmine 自体が GPL v2（http://www.gnu.org/licenses/gpl-2.2.html）でライセンスされ

ているため、本プラグイン中で Redmine と動的にリンクをしている部分に関しては、GPL v2

で提供しますが、本プラグイン中で Redmineと動的にリンクをしていない部分に関しては、

GPL v2 で提供せず、本条件に従います。 

本プラグインの著作権等の知的財産権は、弊社に帰属し又は第三者から正当なライセンス

を得たものであり、本プラグインは、日本およびその他の国の著作権法ならびに関連する

条約によって保護されています。 

 

2. （権利の許諾） 

お客様は本条件の条項にしたがって本プラグインを使用する非独占的な権利を本条件に基

づき取得します。お客様は、本プラグインのライセンスを１つ購入することにより、お客

様が準備する物理サーバーもしくは仮想サーバーで動作する１つの Redmine にのみ本プラ

グインをインストールし、使用することができます。本プラグインを使用する年数、使用

するユーザー数に制限はありません。お客様は、本プラグインをバックアップもしくは保

存の目的においてのみ本プラグインを１つだけ複製をすることができます。 

 

3. （制限事項） 

本プラグイン中で Redmine と動的にリンクをしていない部分に関しては、お客様は下記の

制限事項に従わなければなりません。 

・お客様は本条件に明示的に許諾されている場合を除いて、本プラグイン及び付属するド

キュメントの全部または一部であるかを問わず、使用、複製することはできません。 

・お客様は、本プラグインの変更または改造を行うことはできません。 

・お客様は、本プラグインについて、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセ
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ンブル、解析を行うことはできません。 

・お客様は本プラグインを使用許諾する権利はなく、またお客様は本プラグインを有償・

無償を問わず第三者に販売、貸与、配布またはリースすることはできません。 

 

4. （限定保証） 

本プラグインは一切の保証なく、現状で提供されるものであり、弊社はその商品性、特定

用途への適合性をはじめ、明示的にも黙示的にも本プラグインに関して一切保証しません。

本プラグインに関して発生するいかなる損害（偶発的あるいは間接的な損害、または受け

られるべき救済の損失、得べかりし利益の損失、その他使用に起因して生じるいかなる損

害）も、お客様の責任および費用負担により解決されるものとします。 

本プラグインに対してお客様が変更または改造により、何らかの欠陥が生じたとしても、

弊社は保証しません。また、変更または改造の結果、万一お客様に損害を生じたとしても、

弊社は責任を負いません。 

本条件に基づく弊社の責任は、本プラグインのご購入に際しお客様が実際に支払われた金

額を上限とします。但し、弊社の故意または重大な過失による場合は、この限りではあり

ません。 

 

5. （責任の制限） 

弊社は、本条件その他いかなる場合においても、結果的、付随的あるいは懲罰的損害（損

害発生につき弊社が予見し、または予見しえた場合を含みます）について、一切責任を負

いません。 

お客様は、本プラグインの使用に関連して第三者からお客様になされた請求に関連する損

害、損失あるいは責任より弊社を免責し、免責を保証するものとします。 

 

6. （契約期間および終了処理） 

本条件は、弊社がお客様に本プラグインを納品した日をもって発効し、次によって終了さ

れない限り有効に存続するものとします。 

お客様は、いかなる時でも本プラグイン並びに付属するドキュメントを廃棄することによ

って、この契約を終了させることができます。 

お客様が本条件のいずれかの条項に違反したときは、弊社はお客様に対し何らかの通知、

催告を行うことなく直ちに本条件を終了させることができます。その場合、弊社は、お客

様の違反によって被った損害をお客様に請求することができます。なお、本条件が終了し

たときには、お客様は直ちにお客様の物理サーバーもしくは仮想サーバー、その他のハー

ドウェアに保存されている本プラグイン（すべてのコピーを含みます）並びに付属するド

キュメントを全て破棄しなければなりません。 
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7. （本プラグインの動作環境） 

本プラグインは Redmine2.4.X、Redmine2.5.X、Redmine2.6.X、Redmine3.0.X、Redmine3.1.X、

Redmine3.2.X、Redmine3.3.X、Redmine3.4.X, Redmine4.0.X、Redmine4.1.X、Redmine4.2.X

で動作します。 

ただし、「Redmine2.4.X、Redmine2.5.X、Redmine2.6.X」（以下「Redmine2. X」という）と

「Redmine3.0.X、Redmine3.1.X、Redmine3.2.X、Redmine3.3.X、Redmine3.4.X、Redmine4.0.X、

Redmine4.1.X、Redmine4.2.X」（以下「Redmine3.x-4.x」という）で動作するプラグインは

別途のプラグインであり、その機能においても差異があります。お客様が利用中の Redmine

のバージョンを弊社が確認し、該当 Redmine 用のプラグインを提供します。 

本プラグイン購入から 1 年以内にお客様のご利用 Redmine のバージョンが「Redmine2. X」

から「Redmine3.x-4.x」に、もしくは「Redmine3.x-4.x」から「Redmine2. X」に変更され

た場合で、お客様からご連絡がある時は、新しい Redmine のバージョンに対応する本プラ

グインを 1 回に限り無償で提供します。ただし、お客様は旧 Redmine のバージョンで使用

した本プラグインを該当サーバーから削除する必要があります。 

なお、「Redmine2. X」用の本プラグインと「Redmine3.x-4.x」用の本プラグインは提供し

ている機能に差異があります。本マニュアルでは「Redmine3.x-4.x」で動作する「ANKO ガ

ントチャート」に対して説明をしております。「Redmine2. X」用の本プラグインをご利用

の方は「Redmine2. X」用の本プラグインのマニュアルをご確認ください。 

 

8. （無償対応でのバグ対応の範囲） 

上記の Redmine 環境において、このマニュアルに記載されている機能を提供できない場合

で、かつ、弊社がバグであると認識した場合、弊社の開発スケジュールに従って無償でバ

グ対応をするものとします。 

 

9. （無償対応でのバグ対応の範囲対象外の例示） 

下記に示す内容はバグ対応の範囲対象外の例示であり、ここに記載されていない内容であ

っても弊社の判断で無償対応でのバグ対応の範囲対象外とします。 

・他のプラグインとの競合により発生する事象 

・本プラグインを適用しない状態でも発生する事象 

・お客様の特殊な環境下でのみ発生する事象 

 

10. （お問い合わせ方法） 

メール（sales@ankosoft.co.jp）でのみ問い合わせを受付し、電話での受付はいたしませ

ん。 
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11. （マイナーバージョンアップの無償提供） 

本プラグインのバグを対応した場合、弊社の判断でマイナーバージョンをいたします。 

本プラグインをご購入後 1 年以内に弊社で本プラグインをマイナーバージョンアップした

場合、該当バージョンを無償で提供いたします。ただし該当バージョンのダウンロード、

インストール作業など付帯作業はお客様が負担するものとします。 

本プラグインがバグ対応したマイナーバージョンではなく、機能の追加などのバージョン

アップをした場合、本プラグインをご購入後 1 年以内であってもバージョンアップをした

バージョンを無償提供いたしません。お客様が新しいバージョンの本プラグインが必要な

場合、新規にご購入していただく必要があります。 

 

12. （任意による維持保守契約） 

技術的なお問い合わせ、ご質問が必要な方は別途の維持保守契約を任意に弊社と締結する

ことができます。 

 

13. （技術対応の制限） 

上記の維持保守契約を締結しないお客様に対しては、バグ対応及びマイナーバージョンア

ップ対応のみ本プラグインをご購入から１年間無償で行うものとし、それ以外の技術的な

お問い合わせ、ご質問などにはご回答・ご対応いたしません。 

 

14. （返金対応） 

本プラグインをご購入のお客様に対しては、返金、返品の対応は行いません。 

 

15. （その他） 

本条件のいずれかの既定が日本国の法律で無効とされた場合も、残りの規定は依然として

有効とします。 

本条件は日本国法を準拠法とします。本条件に関連または起因する紛争は、東京地方裁判

所を第一審の専属的合意管轄裁判所としてこれを解決するものとします。 

本プラグインは性能向上、または機能改善などにより、将来予告なしに変更する場合があ

ります。 

16. （附則） 

2016 年 10 月 21 日 項目「2.（権利の許諾）」の内容を一部改定 

2016 年 11 月 25 日 項目「11.(マイナーバージョンアップの無償提供）」の内容を一部改定 

2016 年 11 月 25 日 項目「13.(技術対応の制限）」の内容を一部改定 

2018 年 04 月 16 日 項目「5.（責任の制限）」、「6.（契約期間および終了処理）」、「7.（本プ

ラグインの動作環境）」の内容を一部改定 

2020 年 05 月 22 日 項目「7.（本プラグインの動作環境）」の内容を一部改定 
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2020 年 09 月 24 日項目「2.（権利の許諾）」の内容を一部改定 
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C.バグが発生した時のご対応方法 

 

発生したバグの原因を特定するため、お客様のご協力が必要になります。下記のご対応お

よび情報の提供をお願いします。 

なお、ユーザー権限により事象が発生している可能性があるため、システム管理者でログ

インをしていただき再現性があるか確認してください。システム管理者でログインをして

いると下図のように「管理」という項目が表示されます。 

 

 

1.発生事象の説明 

 

2.「管理」->「情報」の下図赤枠で囲まれた部分の情報 

 

 

3.OS 名、OS のバージョン 

 

4.ブラウザ名、ブラウザのバージョン 

 

5.バグが発生する前のキャプチャー画面とバグが発生したキャプチャー画面 
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6. production.log ファイル 

production.log のパスは Redmine ルートフォルダー/log の中にあります。 

cd でログファイルがあるフォルダーに移動後、下記のコマンドを実行してください。 

 

tail -f production.log 

 

tail -f production.log を実行すると下図のように色々なログが表示されますが、一番下

の行で区切り線として「－－－－－－－－－」を入力してください。 

 

 

 

その後、バグが発生した場面をブラウザで再現してください。 

 

<バグ画面例> 
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先ほど、区切り線を入れた位置以降でログが出力されている場合は、そのログ内容をコピ

ーして弊社にお送りください。apache で問題がある場合、production.log には出力がない

場合もあります。その際は出力されなかった旨をお伝えください。 

 

 

ログの取得後、「Ctrl＋C」で tail -f production.log モードから抜け出ることができます。 
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7. apache error log ファイル 

apache error log のパスは環境により異なりますので、サーバー管理者にご確認ください。

参考として、もし bitnami でインストールをしている場合、/opt/bitnami/apache2/logs に

ログがあります。 

 

cd でログファイルがあるフォルダーに移動後、下記のコマンドを実行してください。 

 

tail -f error_log 

 

tail -f error_log を実行すると下図のように色々なログが表示されますが、一番下の行で

区切り線として「－－－－－－－－－」を入力してください。 

 

 

その後、バグが発生した場面をブラウザで再現してください。 

 

<バグ画面例> 
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先ほど、区切り線を入れた位置以降でログが出力されている場合は、そのログ内容をコピ

ーして弊社にお送りください。 

apache で問題がない場合は、error log が出力されません。その際は出力されなかった旨

をお伝えください。 

 

 

ログの取得後、「Ctrl＋C」で tail -f error_log モードから抜け出ることができます。 
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8. ブラウザのコンソール画面の情報 

 

取得方法 

 

Google Chrome の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「検証」をクリック 

 

 

Console をクリックしてバグが発生した直後の状態を画面キャプチャーしてください。 

 

 

Internet Explorer の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「要素の検査」をクリック 
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コンソールをクリックしてバグが発生した直後の状態を画面キャプチャーしてください。 

 

 

 

9. html ソース 

 

取得方法 

 

Google Chrome の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「ページのソースを表示」をクリック 

 

 

ページのソースが表示されるので、テキストファイルとして保存してご提供ください。 
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Internet Explorer の場合 

ブラウザ上でマウス右ボタンをクリックして「ソースの表示」をクリック 

 

ページのソースが表示されるので、テキストファイルとして保存してご提供ください。 
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D.維持保守ポリシー 

 

 

1. 本 プ ラ グ イ ン は Redmine2.4.X-Redmine2.6.X 、 Redmine3.0.X-Redmine3.4.X 、

Redmine4.0.X-Redmine4.2.X で 動 作 す る こ と を 保 障 し ま す 。（ た だ し

「Redmine2.4.X-Redmine2.6.X」で動作するバージョンでは「Redmine3.0.X-Redmine3.4.X、

Redmine4.0.X-Redmine4.2.X 」 で は 動 作 せ ず 、 Redmine3.0.X-Redmine3.4.X 、

Redmine4.0.X-Redmine4.2.X で動作するバージョンでは「Redmine2.4.X-Redmine2.6.X」で

は動作しません。） 

 

2. 上記の Redmine 環境において、このマニュアルに記載されている機能を提供できない場合

で、かつ、弊社がバグであると認識した場合、弊社の開発スケジュールに従ってバグ対応

をするものとします。 

 

3. 他のプラグインとの競合により発生する事象に関しては弊社では対応しません。 

 

4. 本プラグインを適用しない状態でも発生する事象に関しては弊社では対応しません。 

 

5. お客様の特殊な環境下でのみ発生する事象に関しては動作保障の対象外といたします。 

 

6. メール（sales@ankosoft.co.jp）でのみ問い合わせを受付し、電話での受付はいたしませ

ん。 

 

7. 維持保守契約を締結しないお客様に対しては、上記条件の元でバグ対応のみご購入から１

年間無償で行うものとし、それ以外の技術的なお問い合わせ、ご質問などにはご回答・ご

対応いたしません。 

 

8. 技術的なお問い合わせ、ご質問が必要な方は別途の維持保守契約を弊社と締結する必要が

あります。 
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株式会社 Ankosoft のご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンソースソリューション専門企業 ANKOSOFT 

Ankosoft はオープンソース開発を基盤にした会社で、プロジェクト管

理と品質管理分野で世界的に有名な Redmine, Jenkins, SonarQube  等

に対する技術力を保有しております。  

オープンソースの不足した部分を開発して、ソリューション

としてパッケージ販売をしており、技術サポート、教育など

オープンソースの普及に努めております。 

住所：〒141-0031 東京都品川区西五反田 8-8-16 五反田高砂ビル 204 

TEL : 050-5326-6639       メール: sales@ankosoft.co.jp 

URL : http://ankosoft.co.jp/     

Ankosoft の事業領域は、ソリューション開発および販売、オープンソースコンサルタント、

技術支援、教育、品質管理コンサルタントなどを主な事業として行っております。 

事業領域 
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「ANKO ALM」のご紹介 

 

オープンソースのプロジェクト管理システムである「REDMINE」を基盤にして、REDMINE に

足りない機能を加えて開発した「ALM」システムです。REDMINE に足りなかった管理機能、

利便性、モニタリング機能、ツール間の連動やプラグインのバグなどを改善・開発しまし

た。特に、開発ライフサイクルにおけるツール間の連動は欠かせないものであるため、オ

ープンソース間で連動できるよう開発された製品です。 

「ALM」とは、アプリケーションソフトウェアの開発・運用において、全体のライフサイク

ルを総合的に管理することによって、ソフトウェアの品質や開発生産性、変化への対応力

などを向上させるためのもの、もしくはそれらを実現させるためのソフトウェアのプラッ

トホームツールを指します。 

 

「ANKO ALM」の特長 

  

 

開発、ビルド、テストなど、開発サイクルに必要なツールが互いに連動して自動化され

ている機能は、開発者に快適な環境を提供し、開発スピードをアップさせます。 

 

 

ANKO ALMの使用によって、開発プログラムソースのスケール感だけでなく、テストカバ

レッジ情報を自動的に分析して、把握することができ、今まで把握が難しかったプログ

ラムの中まで確認できるようになり、より一層堅固で安定した製品開発をサポートしま

す。 

 

 

ANKO ALMはオープンソースで構成されており、世界中に厚いユーザー層がいて、最新技

術を取り入れています。さらに、持続的にアップデートされていて、オープンソース間

の互換性も備えています。 また、多様なプラグインを提供しているため、必要な機能の

追加や開発が可能です。 

 

 

オープンソースで構成された ANKO ALMはリーズナブルな費用で構築が可能です。商用ソリ

ューションの場合、数千万円の製品が多く、一部機能のみ備えている製品でも数百万円に

達するため、導入が簡単ではありません。一方、ANKO ALM は低費用で優れた機能を提供す

るので、一石二鳥の効果を期待できます。 

ソース品質の見える化 

オープンソースで構成 

低費用で構築可能 

ツール間の連動 

 


